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ロジックモデルシート（平成28年度実績評価）

実効性の高い地域
防災計画が確立す
る

盛岡公衆浴場組合
が市内の公衆浴場
に掲示した自衛官
募集ポスターによ
り，公衆浴場利用
者に自衛官を募集
していることが周知
される

自衛官への応募者
が増えることによ
り，必要な自衛官
の人数が確保さ
れ，自治体からの
派遣要請時におけ
る自衛隊の活動能
力が維持される

水防法や県の計画
との整合を図りな
がら，水防計画の
見直しをする

水防の対応力が向
上する

必要な水防資材を
購入・補充し，その
管理をする

実効性の高い水防
計画が確立する

必要な水防資材が
配備され，その管
理が適切に行われ
る

市内公衆浴場への
自衛官募集ポス
ターの掲示を盛岡
公衆浴場組合へ委
託する

市内公示板へ自衛
官募集ポスターを
掲示する

市民に，自衛官を
募集していることが
周知される

「広報もりおか」へ
自衛官募集の記事
を掲載する

玉山地域における
市民への緊急情報
の伝達体制が保持
される

地域防災力の強化

小施策
主管課名

危機管理防災課

H28 H31 H36
76.2 75.0 80.0

【成果指標・実績値・目標値】

A

（単位 ％）

市民間に，自助・
共助に基づく防災・
減災意識が醸成さ
れる

災害時における防
災関係機関との連
携が向上する

災害等の緊急時に
おける市の対策が
迅速かつ的確に行
われる

地域レベルの災害
対応力が向上する

災害等の緊急時に
おける対応が迅速
かつ的確に行われ
る

大規模災害時にお
いて，要請に基づ
き自衛隊が派遣さ
れることにより，人
命救助や応急復旧
等の対応力が維持
される

【事業担当課】 危機管理防災課

【事業費】 28千円

B

災害による被害を最
小限に留める。

③　総合防災訓練実施事業

　玉山地域防災行政無線及び移動系無線（ＭＣＡ
無線）について，適正に維持管理を行い，情報伝達
体制を確保する。

【実施内容】

【進捗状況】 通年で，玉山地域防災行政無線の維持管理を行っ
た。

総合防災訓練は，国体開催の関連で未実施
シェイクアウトを実施

　災害時を想定し，市民や関係機関の参加による実
践的な訓練として，原則として毎年度，総合防災訓
練を実施する。

【事業概要】

　毎年度，開催地区を変更しながら，総合防災訓練
を実施する。
　・平成27年度　上田地区で実施
　・平成28年度　（国体開催の関連で未実施）
　・平成29年度　県，矢巾町，紫波町，盛岡地区広
域消防組合消防本部と合同開催の予定

【実施内容】

まちづくり評価アン
ケート調査「避難場所
を知っている」と答えた
市民の割合

毎年度，開催地区
を変更しながら，総
合防災訓練を実施
する

多くの市民が訓練
に参加する

防災関係機関が訓
練に参加する

市民ニーズを勘案
しながら，災害時に
使用する備蓄品を
整備する

市民のニーズを勘
案した避難所の備
蓄品が配備される

玉山地域防災行政
無線の維持管理を
行う

【進捗状況】

安全・安心な暮らしの確保【別紙】

小施策

【対象】
市民・関係機関・市域

【意図】

【事業担当課】

【進捗状況】 平成29年１月から平成29年３月にかけ，市内公衆浴
場への自衛官募集ポスターの掲示を行ったほか，通
年で市公示板への自衛官募集ポスター掲示を行っ
た。また，広報もりおか７月１日号及び12月１日号に
自衛官募集記事を掲載した。

　自衛官募集に関して広報する。

・玉山地域防災行政無線の維持管理
・老朽化し使用不能となった移動系行政無線の代替
えとしてＭＣＡ無線を導入。これに係る維持管理

【実施内容】 【自衛官募集ポスター掲示委託】
市内公衆浴場への自衛官募集ポスターの掲示を盛
岡浴場組合へ委託する。

①　自衛官募集事務

事業名

【事業概要】

【事業費】

まちづくり評価アン
ケート調査「防災対策
をしている」と答えた市
民の割合

（単位 ％）

H28

【事業費】 11,078千円

【事業担当課】 危機管理防災課

【実施内容】 ・災害時に避難所で使用する備蓄品の配備
・玉山地域防災行政無線の更新（デジタル化）（Ｈ28
～）
・旧盛岡市域における防災ラジオの町内会等への
配備・市民への普及（Ｈ28～）
・避難所標示板の整備（Ｈ29～）

老朽化している玉
山地域防災行政無
線の更新（デジタ
ル化）を進める

老朽化した玉山地
域防災行政無線が
更新される

旧盛岡市域におい
て防災ラジオの普
及が図られる

C

まちづくり評価アン
ケート調査「防災訓練
に参加する」と答えた
市民の割合

（単位 ％）

H28 H31 H36
37.6 51.0 60.0

【事業担当課】

⑤　水防事務事業

【事業概要】 　水災の警戒防御のため，水防計画の見直しを行う
とともに，水防資材の購入及び管理をする。

危機管理防災課，消防対策室

【進捗状況】

【事業費】

備蓄しているアルファ化米30,000食のうち6,000食分
を更新した。
平成28年度から，玉山地域防災行政無線の更新事
務・防災ラジオの町内会等への配備を進めた。

244千円

水防計画の見直しを行った。
水防資材の購入及び管理を行った。

【進捗状況】

【実施内容】 ・水防計画の見直し
・水防資材の購入及び管理

施策コード 8 施策名

小施策コード 8-2 小施策名

④　防災施設整備事業

【事業概要】 　市民等の生命及び財産を保護するための防災環
境の整備を推進する。

16千円

事業概要等

総務課

【事業費】 7,464千円

【事業担当課】 危機管理防災課

②　防災行政無線管理事務

【事業概要】

⑥　危機管理防災事業

【事業概要】 　自然災害をはじめとするあらゆる危機に対する迅
速・的確な対応体制を構築し，推進することにより，
被害の防止及び軽減を図る。

【事業費】 18，584千円

【事業担当課】 危機管理防災課

【実施内容】 ・危機管理指針・業務継続計画の進行管理
・地域防災計画の見直し・進行管理
・実践的訓練，職員研修（管理者等特別研修等）の
実施
・岩手県防災ヘリコプター連絡協議会負担金等の支
出

玉山地域防災行政
無線の適正な機能
が維持される

移動系行政無線を
廃止し，ＭＣＡ無線
を導入する

庁内関係課にＭＣ
Ａ無線が配備され
る

玉山地域における
市民への緊急情報
の伝達体制が保持
される

災害等の緊急時に
おける庁内関係課
の連絡体制が保持
される

避難所への標示板
の整備を進める

各避難所に標示板
が設置される

災害時に市民が安
心して生活を送る
環境が整う

市を取り巻く現状
等に即した水災の
警戒防御の体制が
整う

危機管理に係る各
種訓練，職員研修
を実施する

災害対策基本法や
県の計画との整合
を図りながら，地域
防災計画の見直し
をする

職員が，危機管理
に係る各種訓練や
研修会に参加する

緊急時において防
災ヘリコプターが派
遣され，市の対応
力が強化される

岩手県防災ヘリコ
プター連絡協議会
の事務が適切・円
滑に行われる

岩手県防災ヘリコ
プター連絡協議会
負担金を支出する

旧盛岡市域におけ
る緊急情報の伝達
体制が充実する

H31 H36
85.3 90.0 100.0

災害等の危機が発
生した場合の市の
対応が迅速かつ円
滑に実行される

市民の生命・身体・
財産が災害等から
保護される

避難所等の位置が
市民に認知される

水災対応が迅速か
つ的確に実行され
る

避難所に避難する
市民の安心感が高
まる

災害等の緊急時に
おける市民の避難
等が円滑に行われ
る

H31 H36
62.1 70.0 80.0旧盛岡市域におけ

る防災ラジオの町
内会等への配備・
市民への普及を進
める

災害等の危機に対
する職員の知識・
対応力が向上する

市を取り巻く現状
等に即した防災体
制が整う

Ｄ

町内会・コミュニティの
自主防災組織率

（単位 ％）

H28

【進捗状況】 地域防災計画の見直しを行った。
災害対策本部事務局運営訓練及び管理者等特別
研修を実施し，職員の知識・対応力の向上を図っ
た。

活動 結果 目指す成果・・・・・ ・・・・・

Ｈ29年７月作成
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小施策
事業名

事業概要等
活動 結果 目指す成果・・・・・ ・・・・・

・水源地域整備計画の進捗状況の把握

水源地域整備計画の平成28年度の進捗状況につ
いて把握し，今後の進め方について関係課と協議し
た。

⑧　簗川ダム建設関連事業促進事務事業

【進捗状況】

【実施内容】

【事業費】 0千円

【事業担当課】 企画調整課

【事業概要】 　簗川ダム建設促進の側面的支援として，関連する
事業を進めるほか，地域住民が安心・安全に暮らせ
る環境を整備する。

水源地域整備計画
の方針について，
関係機関と協議す
る

水源地域整備計画
の方針が決定され
る

地域住民や関係機
関の理解を得た上
での簗川ダム建設
工事が着工される

自主防災組織を中
心とする地域の防
災に対する知識と
意識が高まる

自主防災組織を中
心とする地域の防
災・減災体制が整
う

コミュニティ地区や
自主防災組織に防
災資器材購入助成
金や防災資器材を
交付する

地域に防災資器材
が配備される

地域単位での防
災・減災に関する
実行力が高まる

【事業概要】

【事業費】

【事業担当課】

【実施内容】

【進捗状況】

【事業概要】

【事業費】

【事業担当課】

【事業担当課】

【実施内容】

【進捗状況】

【意図】

H28

H28

【事業担当課】

【実施内容】

【進捗状況】

【事業概要】

【実施内容】

【進捗状況】

【事業概要】

85.3 90.0 100.0

37.6 51.0 60.0

Ｄ

【事業費】

【事業費】

（単位 ％）

H31 H36

H28

町内会・コミュニティの
自主防災組織率

（単位 ％）

H31 H36

62.1 70.0 80.0

C

まちづくり評価アン
ケート調査「防災訓練
に参加する」と答えた
市民の割合

（単位 ％）

H28 H31 H36

まちづくり評価アン
ケート調査「避難場所
を知っている」と答えた
市民の割合

（単位 ％）

H31 H36

76.2 75.0 80.0

B

まちづくり評価アン
ケート調査「防災対策
をしている」と答えた市
民の割合

災害による被害を最
小限に留める。

【成果指標・実績値・目標値】

A

地域防災・減災活
動が推進される

【対象】
水源地域整備計画
の見直しに向け
て，地域住民や関
係機関と協議する

地域住民や関係機
関の合意を得て，
水源地域整備計画
が見直される

市民・関係機関・市域

岩手県による簗川
ダム建設工事が計
画どおりに進み，
簗川流域の治水安
全度が向上する

地域住民や関係機
関の理解を得た上
での水源地域整備
が実施される

【実施内容】 ・自主防災組織結成の促進（未結成町内会）
・コミュニティ地区への防災資器材購入助成金の交
付及び自主防災組織への防災資器材の交付
・自主防災組織に対する研修等の実施

【進捗状況】 未結成町内会に対する結成促進を図った。
コミュニティ地区に防災資器材購入助成金を交付
し，自主防災組織に防災資器材を交付した。
自主防災組織に対する研修等を実施した。

自主防災組織が結
成される

自主防災組織が未
結成である町内会
に結成を呼びかけ
る

自主防災組織を中
心とする地域の防
災に対する研修が
行われる

自主防災組織に対
して自主防災研修
等を実施する

⑦　自主防災組織育成事業

【事業概要】 　「自分たちの地域は自分たちで守る」という地域住
民の隣保互助の精神に基づき，自主防災組織の結
成を促進し，地域防災活動を推進する。

【事業費】 7,925千円

【事業担当課】 消防対策室
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